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この度は、弊社 r45cm アルミハイスタンド扇 OPF-45ASJ をお買い上げ頂きましてまことにありがとうごさいます 0 
ご使用前に必ず取扱説明垂をお銃みください。尚、この取扱説明垂は大切に保管してください0 











♦こ•使用になる前に、安全上の注思をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示しました注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結びつく重大な内容を記載しております 
ので、必ず守つてください。 

♦お読みになつた後は、お使いになる方がいつでも見られる堪所に保管してください。 


表示と意味について 


表示 

表示の恿味 

A 

警告 

誤った取 y 扱いをすると、人が死亡または重傷を負ラ危険性が想定される 
内容を示しています。 

A 

注意 

孩った取 y 扱いをすると、人が傷害を負った y 、 物的撟害の発生が想定される 
内容を示しています。 

図記号の例 

0記号の慝味 

② 

分解禁止 

® の K 号は、禁止の行為を示します。（してはいけないこと） 

S 体的な禁止の内容は、文章や舲で示します。 

左0の場合は、「分解禁止 JS 示しています。 


ブラグを抜く 

•の記号は、行為を強制した y 指示する内容を示しています。 

具体的な強制内容は、文章や絵で示します。 

左0の壜合は、 r 差し込みブラグをコンセントから抜く j ことを示しています。 


A 醫告 



絶対に改遒はしな I 、火災•想電•クガの fttuw 
あ y ます • 


修礓技術者以外の人は、分解•修通を| 
火災•感電•クガの»れがあ y ます • 


逼転中は麁嫌ですので、羽根の中に物や梅を 

入 net \•ガード热 ucaeuai 

羽根で«が切断される重大«傷害や•故の 
因にな y ます。 




中に、回転停止•興常番•振動•異臭等が 
し；£時は、 B 5 に使用をやめスイッチを 
、差し込みブラグをコン fe ントから抜く • 
•感電の恐れがあ y ます • 


•雄動•異臭等が 


電灝は、交德 100 V 5 使う，交3110 0 V 以外の 
電源5使ラと、火災感電の恐れがあし J ます。 


C 


滴播•点検の時は、スイッチを切 yft し i 
ブラグをコンセントから抜く 〇瀾れた手で 
差しし«い電の®れがあ y ます。 


込み 

1SS 



し込みブラグの刃および、刃の取付面に 
務し escy は、きれいに拭き取る•火災の 
れがあ y ます。 


製品には、水や、洗綱等をかけ/ sy 、 吹き付け 
ey し®い•漏電によ y 、 火災、®爾の恐れが 

あし J ます0 




















注意 



平らで a 度のある安定した壜所に投燃する〇 
傾 s が 1 〇度以上の場所や雄動のあ sm 所で 
使用し®い〇苜搌 y の除に周囲にが 
ないことを»雄する 0 

〇 

鼋灝コードや差し込みプラグが傷んだ y 、 
コン tz ン 、で 

</?aiuwp>^3-K 獻封。 

使用禁止 

換としては、使用し《い•ダクトや簡状の 
中等で使用しますと、モーター燫攢や芻根が 
攞傷する»れがあ y ます。 

Q 

使用 a 止 

揮発性可燃物(シンナー•ガソリン等）の近く 
で こ 使用しな 1 Vo 殺虫スプレー 
议 ^a^m\o5 伙 

あ y ます • 

C 

ブラグを持って抜く 

必ず*し込みプラグ*わて引棚く•プラグが 
傷んでいるときは使用しないでください • 

Q 

使用*止 

臛外の_水のかか 5* 所や、膻射日光下 •« 溫 
多溫の壩所での使用は遁ける。また火気には 
近づけ《し、給緣劣化による®爾、漏電、火災. 
故ます•使用脚の S8MH は^ 
0t>^40 でです • 

SL 

菌折 n® 角*®変无きは、スイッチを切 y 、 
羽根の回転が止まつ e ことを磚 b してか 6 
操作する • 

C 

ブラグを抜く 

ご使用後は、差し込みブラグをコンセントか 6 
抜 t 、て as く • 化 icj ： る嫌 b 電 

あ y ます • 


遭転中は本 a に近づかない•精にお子様は 
ftp •です • 

ネクタイ•手袋•カーテン等：叩き込まれない 
ように注意してくださ tu 

» 

|了り’ 二、 上’ ^ y - •二‘ 

〇 

取 y 扱い注籯 

取り付け、お手入れの_は、手袋を着用する • 
ケガの»れがあ y ます • 

9 

電力は窗»コンせントか 6 取 S •やむ*得ず 
sa コードを使用する塌合はで ss だけ®い 
燙さでご使用ください • 


【用途】 


♦ ェ壩内の®気•粉じんの辨除や機械の凍却、*気等に 


【特長】 

♦ サーマルブ□テクター(復燔式過熱保»装 ■) 付きモーターを使用してお y ますので、安心してご使用いただけます。 

モーターが異常発熱すると、自動的にモーターが停止します。モーターの A 度が下が5と自動的にモーターが回転します。 
♦ ブッシュポタンによ y 、 甩置を3段皤に綢節できます。 

♦ 左右首振 y •上下首折れ機®が付いています • 

♦ 高さは、127〜 148 cm まで調節可篇、スタンドタイプ。 
















【組立部品図】 


※大きさは実寸比と異な y ます • 


【各部の名称】 



【組立方法】 


❶ 


製品を組み立てる_は、各部のネジを確実に鯖め付けてください。振動でゆるみ、クガ•寧故の 
I 原因とな y ます。通送途上の衝擊等により、部品の破搞•外れ•変形する壩合があ y ますので、 
,±m 1 組立前にご » E ください。またスイッチを切 
さい 0 


〖 チを切し丄差し込みブラグを抜いた状態で組み立ててくだ 


1•②三 M に付いてい5固定ネジを外します。 
•①三脚止め具に、②三脚を差し込みます。 
•先に外した固定ネジでしつか y と固定し 
てください。（合計6»所） 


2 •①三脚止め II にスライドシャフト部分を*し 
込んでください0 

•任患の离さ(溝)に拥整しスライド WH ノブ 
を W 実に締め付けてください。 


3 •モーター 部に取 y 付けてあ y ます4 ヶ 所の 
ネジを外してください0 
•⑤後ガードの rupj 穴を上にして位置を 
合わせ、先に取 y 外したネジで確実に取 
y 付けてください0 


ネジ取 y 付け穴 




①三靡止め* 



ネジを取 y 付ける 












4 •⑥羽根に取 y 付けてあ y ます固定ビスをゆるめておきます。 

•モーターシャフト平面部分に固定ビスを締め付けられるように、位 s を合わせながら差し込みます。 
•固定ビスでしっか y と締め付けて固定してください。 



h 定ビス 


す 



シャフト 


5 •©ガードリングのネジをゆるめ、⑤後ガードに合わせて取 y 付けます0 
•④ガードリングのネジをしめてしつかりと固 j 



❶ 

取扱注患 

ガード u ングのネジの嫌めつけがゆるいと雄動で外れることがあ y ます。 

ネジが確突に嫌め付けられガードが外れ〇いことを»眩した5えでご使用ください0 

【アース】 

❶ 

接 地 

アースは他の電気*！具と共用した y 、 ガス管•水 SI 管針•霣 B のアース等への接嫌は 
絶対に行わないでください。大変麁険です0 

アースエ事(接地工事）を新たに行ラには、電81工事士の資格が必粟です0アースエ事を行ラ 
壩合には、 AMII 寧店にご相談ください0 



4 






【操作のしか E 】 

1スイツチ 

•スイッチは3段階に風置が«蝥できる3速スイッチになつてお y ます。 
「強•中•弱」スイッチを押すと運転を釅始します。 r 切 js 押すと運転を 
停止します。 



2苜振 y 

•モーター上部の首振 y つまみを押すと首振 y を開始し、つまみを引き 
上げると首振 y は停止します。 

•首振 y 角度は水平方向に約9〇度の範囲で動きます。 



的90度 


首® y 通 e 中に、無理に押さえて停止 
させた y しない。 

故陣の»因にな y ます0 

fi » tj を行ラ時は两囲に障害物がな 

い事を«12してから行つてください0 




堇折れの角度を変える時は、スイッチを切 y 、 羽描の回転が 
止まつた寧を»炫してから揉作してください0 


Slg 

is 




6/1.31 


2/294 


8/155 


[XXIESS] 

□^ 30313 ] 

i1 Mih. M1 


4 段階 


〜 148 cm 調節可能 


45 cm 4 枚羽根(アル 
帽87 X 奥行374 X 高さ127へ 




























【保守と点検】 

羽根、ガード、モーターにホコリが付者しますと、異常音•振動•モーター過熱などの原因とな y ます。 

下記手順に従って、各部の漘掃を行ってください0 

•モーター表面のホコリは掃除欉で吸い取つてください0 

•羽根、ガードの汚れは、薄めた中性洗剤に浸し、固く つた柔らかし佈 r 拭き取 y 、 さらに乾いた布で洗剤^残らないように 
拭き取つてください0 

•長時間使用しない塌合は、スイッチを切 y 、 差し込みブラグをコンせントから抜いてください。またホコリがつかないように 
本機にビニール袋等をかけて保管してください。 


❶ 

取扱注恿 

清掃•点検の暌は、スイッチを切 y 差し込みブラグをコンセントから抜いて、羽根の回転が 
止まったことを確認してから行ってください 0 

Q 

取扱注患 

本体や羽根などを拭く場合は、タワシ•研磨朗•ペンジン•シンナー等をご使用にな y ますと、 
塗装面の»離や*形•破搞を引き e こしますので、使用しないで 1 ください 0 
羽根に貼付された注患シールをはがしたり、文字を消さないでください 0 


【トラブルの原因と対策】 


故 w の種類 

原 因 

対 策 

スイツチを入れてち羽根が 
回転しない 0 

•差し込みブラグがコン t? ントに正しく 
* し込まれてい®い 0 

•コン t2 ントに差し込まれているか点検。 

又コードに傷等がないか点検。 

•モーター •スイッチの故障 

•お霣い上げの販売店にご暹輅ください。 

通転中に M 家音や晒動が 

ぁる 0 

•羽根の固定ビスがゆるんでいる 0 

•羽描の固定ビスを網め直す。 

•ガード U ングのゆるみ。 

•ガード _J ングのネジを締め直す 0 

•团定ネジのゆるみ。 

•各部团定ネジを網め應す。 

• KH * 所が不安定。 

•安定した強度のある壩所に移動する。 

羽根の回転が運い 0 

•電圧が低い 

•正しい®圧で使用する。 

•延畏コードが S すぎる。 

•B 長]-ドは使用しない。コン t2 ントか 6 
近い場所で使用す So 


♦上記の点検をしても症状が変わらないときは、事故防止のため、 BB に使用を中止 U 差し込みプラグをコン t 2 ントから 
抜いて、ぉ霣い上げの晒売店へ修理をご依顏ください* 

♦ご自分で分解•修理は危険ですから、絶対にしないでください。®鼋•クガの恐れがあ y ます0 


— 


本製品はサーマルブロテクター(復帰式過热保 a 装匾)付きモーターを使用してお y ます。 

モーターが異常発熱すると自動的にモーターが停止し、モーター a 度が下がると回転し始めます。 

度々このよラな症状が出ました6、使用を止め、お霣い上げの販売店にご遠絡ください。 

※サーマルブ□テクターが作動し復帰すると、羽根が自動的に回転し始めますので、十分ご注® ください。 




























ェ塌 H についての重要なお知らせとお願い 


s 期 w こ®用のエ蠲屬では、電 a コード • モーター • コンテンサ等の電氪«8の*年劣化によ s 発熱 • 発* • 発火の s « 性があ y ます* 
c « 用前には必ずご確 a いただき、次のよ5な II 状があ51•合には、蠹ちに使用を中止してください • 


• as 在入れてち羽播が回 e しない • 

•■源*入れ s と異常裔や雄動があ 5* 

_モーター明分が異常に熱い、または黧げ奧い • 


: DMttiaOTIM * です • 一艘家 b でのご使用に比べると、 a » な《境で*時(■こ使用に 
なることが想定され*す • ご使用*には必す点樓をし、興爾がないこと*こ flRg くだ; S : い • 
また、ご使用にならないときは、必ず差込プラク*コンせントから a いてください • 
WBIUSi プラグ毫コンせントに差し込んだ**放讎し*すと、トラッキング班象（差込 


•羽*の回 e が興*に遐ぃ、または不規_に目転す 5 .初と: T / r ノトのホコタ棚* y 、 奴棚0わ5と火花が姓しやすくな y * を 


□ンせン I 
の _ c ホ: 


•本体•羽根が S 肜してい5。 


ホコ U が熱げて*化す 


て*化すると、『トラック J と岬ばれる電気の邋が作られ、そこから放!5 
班象のこと*トラッキング班象といい*す • >が起こる«»性があ y ます • 


株式会社 ナカト S 

〒382-0836長野檠上高并 S 高山村大字高并6445番地2 
參商品についてのお問い合わせは「お客様相談窓口 J までご連辂ください< 


受付時間 
※製品は 


お客様相談 ® コ TE..C26 245 3105 FAX. 026 243 7101 


ため予告なく 


仕 s 等を変更する 







